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　『マウスに囲まれた人』
　（表紙図説明）

染色体の研究から始まり、そこからはなれる事が出来ず、４０年経過した。染
色体の中には、生命の進化の過程が刻まれているが、この染色体の持つ情報の
解明は始まったばかりである。写真（香月康宏　撮影）は、マウス細胞に導入
されたヒト２１番染色体（赤色）である。まさに『マウスに囲まれた人』である。
このヒト染色体には neo などの選択マーカーが搭載してあり、様々な細胞に移
入可能である。Y 染色体を除くすべての染色体とその断片を持つマウス細胞ラ
イブラリーを作った。
　１９８０年代、発ガン遺伝子が華やかな頃、がん遺伝子に加え正常細胞から
何らかの遺伝子が消失する事ががん化に重要である事を示す成果を発表した 1）。
その事がきっかけで、正常な染色体をがん細胞に移入し、がん抑制効果を検索
する系を作製する事となった。その後、ヒトの染色体はカンガルーの細胞に入
れられたり、ニワトリの細胞の中に入れられたり、ハムスター細胞に入れられ、
たらい回しにあった。結果として、この系は、様々な劣性遺伝病の原因遺伝子
の単離や、ヒト抗体産生マウスの作製 2）、ダウン症モデルマウスの作製 やゲノ
ム刷り込み遺伝子の同定などに用いられる事となった。現在では、遺伝子治療
用のベクター作りにも利用されつつあります 3）。
　因に、研究代表者・押村は子年であるから、ネズミさんが私達を守ってくれ
幸運をもたらしてくれているに違いない。加えて、この細胞は、多くの共同研
究者と学友を与え、そして多くの学生を研究者として育てる手助けをしてくれ
ました。ネズミさん、ありがとう。
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染色体医工学研究代表者

　染色体医工学の黎明は平成 2 年 4 月（1990 年）である。その前年、九州大学
生体防御研究センター初代センター長であった遠藤英也先生から、当時私が勤
務していた神奈川県立がんセンター臨床研究所に電話があり「至急会いたい」
との連絡があった。数日後、遠藤先生が来られ、鳥取大学医学部に全国で初め
て医学部に医学知識を持つ研究者を育成する学科を設置するのだが、細胞工学
講座を担当して貰いたいとの依頼であった。条件として、助教授 1 名、助手 1
名、技官 1 名を自分で採用してよいとのことであった。しかし、まだ研究室は
無く、生命科学科棟を建てるべく文科省に要求中であるとのことだったが、結
果として、1 期生が卒業する 3 ヶ月前に入居することとなった（裏表紙）。それ
までは、遠藤先生の所属する分子生物学講座の 2 室をお借りすることとなった。
生命科学科のその後の発展は何らかの形で、改めて紹介するとして、本冊子に
おいては、細胞工学講座の染色体医工学研究の歴史について報道を通して振り
返り、一見、脈絡のない研究のように見える多岐に渡る研究の歴史が、必然性
を持った自然の流れであったことを紹介するため、多くの記事から代表的なも
のを抜粋してまとめた。研究の進め方としてこういうやり方もあることを知り、
多くの若い学友の今後の研究活動の一助にして頂きたい。その流れは細胞遺伝
学や癌研究が染色体医工学の新分野へ発展した歴史でもある。

（2012 年 7 月）
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